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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２２日 

件 名  高齢者日常生活用具給付事業におけるガス安全システムの終了につ

いて 

所 管 部 課  福祉部高齢者施策推進室高齢福祉課 

内 容 

昭和５７年より、ガス漏れ事故を防止する目的で、６５歳以上の

ねたきり等の単身高齢者で、心身機能の低下に伴い、特に防火の配

慮が必要と認められた方に対して、ガス安全システムの設置費用助

成を実施してきたが、以下の理由により、当該事業を廃止する。 

 

[ガス安全システム] 

ガス警報器と遮断子機、それに付随する無線親機を設置し、ガス

メーターを遮断する機器を設置するもの。 

 

１ 廃止理由 

  事業開始当時、ガスメーターには、ガスを遮断する機能がつい

ていなかったが、現在は、マイコンメーターが普及されており、

メーターに内蔵されている安全装置により「震度５相当以上の地

震発生」「多量のガス漏れ」「ガス機器の長時間使用」などの際

には、自動的にガスが遮断されるため、当該事業の必要性がなく

なった。 

 

２ 廃止年月日 

  令和２年３月３１日 

 

【参考】 

１ 給付件数 

年 度 件 数 

平成２７年度 ０件 

平成２８年度 ０件 

平成２９年度 ０件 

平成３０年度 ０件 

令和元年度（１２月末） ０件 

 

２ 他区の状況 

  現在、２３区で実施している区は、５区のみである。 

  （品川区・目黒区・豊島区・練馬区・足立区） 

問 題 点 

今後の方針 
各地域包括支援センター、足立福祉事務所各課に周知する。 
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２２日 

件   名 令和元年度第２回足立区医療的ケア児ネットワーク協議会の実施報告について 

所管部課名 福祉部障がい福祉推進室障がい福祉課 

内   容 

足立区医療的ケア児ネットワーク協議会（以下「協議会」という）を開催したの

で、以下のとおり報告する。 

 

１ 日 時  令和元年１１月２２日（金）午後６時から８時 

２ 場 所  障がい福祉センターあしすと 

３ 委員及び出席状況 別紙１のとおり 

４ 議事 

（１）来年度以降の教育・保育現場における医療的ケア児の対応について 

（２）医療的ケア児コーディネーターの配置や役割について 

５ 主な発言・意見 

教育・

保育の

受入れ 

・入園、入所に向けた審査会判定等の仕組みづくりが急務である。 

・医療的ケア児をよく知ることで、具体的な受入れ検討が可能となる。 

・医師会では、医療的ケア児に関する内部研修会の開催を考えている。 

配置  ・医療的ケア児には関係者がチーム支援していくことが重要と考える。 

・カンファレンスが大事であり、関係者が密にやり取りできると良い。 

役割 ・医療的ケア児の将来の見通しを親に伝えることも重要な役割である。 

・円滑な支援のためにも、関係者には等しい情報提供が必要である。 

その他 ・都主催のコーディネーター研修を修了する区職員は計５名になる。 

・保護者の相談をワンストップで対応するため、関係者が共有できる

医療的ケア児の個別シートを作るべきである。 

６ 今後の対応 

（１）関係者に医療的ケア児を広く知ってもらうため、東京都主催のコーディネー

ター研修を修了した区職員等による内部・外部研修を実施していく。 

（２）医療的ケア児に関する様々な情報を共有するために、個別シートを作成する。 

（３）医療的ケア児コーディネーターの取組みについては、当協議会で引続き検討

するとともに、他自治体の取組み等を参考にしていく。 

 

問 題 点 

今後の方針 

保育現場における医療的ケア児については、令和３年度受入れに向けて審査基準

等を作成していく。また、庁内における医療的ケア児ワンストップ相談体制につい

ては、令和３年度末を目途に協議会で検討していく。 

なお、次回協議会は、令和２年５月の開催を予定している。 
 

3



第２回医療的ケア児ネットワーク協議会 委員及び出席状況 

 分野 所属 氏名 出欠 

1 学識 東京医療保健大学 東が丘・立川看護学部 玄 順烈 出席 

2 保健医療 足立区医師会 （木村耳鼻咽喉科・小児科） 木村 康子 出席 

3 保健医療 足立区歯科医師会 （市川歯科医院） 市川 敬一 出席 

4 保健医療 スマイル訪問看護ステーション 山本 純子 欠席 

5 障がい 都立北療育医療センター 城北分園 松井 美穂子 欠席 

6 障がい 都立北療育医療センター 城北分園 内山 恵子 出席 

7 障がい 楽患ナース訪問看護ステーション・楽患チャイルド 岩本 ゆり 出席 

8 障がい 療育室つばさ・相談室とまりぎ 草野 遥香 出席 

9 保育・教育 足立つくし幼稚園 寺山 早苗 出席 

10 保育・教育 うめだ子供の家 廣岡 和明 欠席 

11 保育・教育 都立城北特別支援学校 林田 麻理子 出席 

12 保育・教育 区立鹿浜西小学校 藤巻 久美子 出席 

13 保育・教育 区立竹の塚中学校 齋藤 由美子 出席 

14 家族 足立区重症心身障害児（者）を守る会 村上 節子 出席 

15 家族 足立区肢体不自由児者父母の会 鈴木 真理子 欠席 

16 行政 福祉部 中村 明慶 欠席 

17 行政 福祉部障がい福祉推進室 杉岡 淳子 出席 

18 行政 福祉部障がい福祉推進室障がい福祉課 小山 幸俊 出席 

19 行政 福祉部障がい福祉推進室障がい福祉センター 江連 嘉人 出席 

20 行政 子ども家庭部こども支援センターげんき 上遠野 葉子 欠席 

21 行政 子ども家庭部こども支援センターげんき支援管理課 門藤 敦良 欠席 

22 行政 子ども家庭部子ども政策課 菊地 崇 出席 

23 行政 
教育指導部参事（教育改革担当） 

子ども家庭部子ども施設指導・支援担当事務取扱 
山村 研二 欠席 

24 行政 子ども家庭部子ども施設運営課 森田 剛 出席 

25 行政 衛生部保健予防課 西山 裕之 出席 

26 行政 教育指導部教育政策課 森 太一 欠席 

27 行政 学校運営部学校支援課 古川 弘雄 欠席 

（敬称略） 

別紙１ 
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 
令和２年１月２２日 

件 名 足立福祉事務所東部福祉課の新設（移転）について 

所管部課名 福祉部足立福祉事務所東部福祉課 

内 容 

綾瀬障がい福祉施設（東部福祉課と綾瀬福祉園の複合施設）の狭小・狭隘状態

を解消するため、旧あすなろ大谷田跡地に東部福祉課を新設・移転する。 

 

１ 新施設概要（予定） 

住所：足立区大谷田一丁目２５番１号 

概要：ＲＣ造３階建て（地階なし） 延床面積 ２，０００㎡ 

※ 現行延床面積（東部福祉課のみ）：１，２９０．４７㎡ 

 

２ 今後の建築スケジュール 

（１）解体工事 令和元年 ５月～令和２年 ２月（旧あすなろ大谷田の解体）

（２）基本設計 令和２年 ６月～令和２年１０月 

（３）実施設計 令和２年１１月～令和３年 ８月 

（４）新設工事 令和４年 １月～令和５年 ５月 

（５）移転作業 令和５年 ５月 

 

問 題 点 

今後の方針 

地元の理解が得られるよう、丁寧な説明を行っていく。 

施設の設備、機能等については、関係所管・団体等と協議していく。 
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別紙２ 

東部福祉課移転関連位置図 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部福祉課・綾瀬福祉園 
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旧あすなろ大谷田跡地 

（新施設：東部福祉課） 

新施設〔東部福祉課〕 

【主な交通案内】 
＊JR常磐線「綾瀬駅」から 

東武バス 綾23〔葛飾車庫行〕 

       綾37〔水元総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ〕 

「大谷田」バス停下車徒歩約３分 

＊JR常磐線「亀有駅」から 

東武バス 有25〔葛飾車庫行〕 

有27〔西水元循環〕 

「大谷田」バス停下車徒歩約３分 

＊東京メトロ千代田線「北綾瀬駅」から 

徒歩約２０分 

 

中川 飯塚橋 方面へ 

直線距離 約２．１ Kｍ 
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